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フジテレビが実施している「3本の矢キャンペーン」について

平成18年6月・通称｢丸缶」撤去→分別ごみ箱の設置

日本を含めた世界的な異常気象、「高温・豪雨」。温暖化のみが原因ではありませんが、今後はこ
れまで以上に、一人一人が環境を考える自主的な取り組みが必要であると考えます。

このような背景のもと、小さいことながら、この4年間、社内キャンペーンを行うことで、フジテ
レビとして地球環境改善の一翼を担えればと考え、行動をおこしてきました。これまでのキャン
ペーンを振り返ってみます。

第1段階

私たちのオフィスから排出されるごみのリサイクル率は4年前69.4%でした。
本社のある港区の目標値85%を大きく下回る状況で、リサイクル率アップのため、個人用ごみ箱
(通称：丸缶）を撤去し、分別ごみ箱（11種類）の設置を推進しました。リサイクルのためのごみ
分別を本格的にスタートさせました。

平成18年9月・「めざせ！ゴミ分別100% たすきリレー」キャンペーンの実施！
期間は平成19年２月までの半年間。

第2段階

20 4
部署の皆さんに分別率を競い合う方法をとりました。さらに、
各局室の上長にたすきをリレーして頂くことで分別への意識を
盛り上げました。

この半年間で平均分別率は75.4%・リサイクル率は82.3%まで上
がりました。

このキャンペーンでフジテレビ社員の分別への意識はかなり高
まりました。

これが
たすきです。
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平成19年9月・「めざせ！金のごみ箱型トロフィー」キャンペーンの実施！
期間は平成20年2月までの半年間。

第3段階

フジテレビ社員一丸となって金のごみ箱型トロフィーの獲得を目指しました。
この半年間の分別率は78.44%・リサイクル率は96.3%まで上がりました。
第②段階に引き続いてのキャンペーンはやはり、「継続は力なり」という考えの下での実施でした。

ごみ箱型トロフィーと
賞状目指して！！

平成20年4月・「地球環境改善のための3本の矢」キャンペーンの実施！
期間は平成20年10月までの半年間。

第4段階

①「ごみ分別キャンペーン」②「使いまわしキャンペーン」に加えて、③「CO2削減キャンペー
の3本だてでキャンペーンを実施。

「ごみ分別キャンペーン」は競い合いではなく、社内全体の分別率を週毎にイントラで社内に表
示。このキャンペーンに先立って 2月からスタートした「封筒・手提げ袋の使いまわしキャン
ペーン」では3月末時点で月平均使用量からなんと！およそ3割ほど削減が出来ました。このキャ
ンペーンは文字通りの使い回しです。

こちらは月毎にイントラ表示。更に今回は社員の小さな努力が数字となって現れるように「CO2
削減キャンペーン」(スイッチ・オフキャンペーン）を加えました。

主に、電気の使用量を皆様の努力で削減し、その効果を数字で表示。

①会議室の照明スイッチオフ
②トイレ・エレベーターホールなど共用部照明の日中のスイッチオフ
（日中は太陽光を取り入れようという試み！）

表示方法：週毎の照明の電気使用量を基準週と比較し、電気使用削減量をCO2削減量に換算して
イントラなどで掲示。

これら①②③、3つの数字を表示することにより、社員の皆さんのエコ意識が保たれればと願っ
てのキャンペーン。
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平成20年10月から「地球環境改善のための3本の矢」キャンペーン(第２弾）
の実施！期間は平成21年4月までの半年間。

第5段階

第２弾は「使いまわしキャンペーン」の内容として、パームファイル・文房具用品を加えてキャン
ペーンを推進。
このキャンペーンに伴い、各局・室に「文房具回収BOX」を設置。

平成21年5月から「地球環境改善のための3本の矢」キャンペーン(第２弾）内容を
改良して実施中！

第6段階

次の2点の内容を加えて改良キャンペーンを実施。（2010年10月継続中）

①フジテレビ環境デーの設定
毎月「8の日」を地球環境改善キャンペーンの意識高揚のための「環境デー」と設定し、この日は
より一層、「3本の矢キャンペーン」にご協力を頂く。

②全社用文房具用品回収BOXの設置
全社で使いまわしを実施するために、地下1階郵便室前に「全社用文房具回収BOX」を設置し、各
局・室で余り気味の文房具用品を入れて頂く。

※このキャンペーンから「使いまわし」による数値を分かり易くするために キャンペーン開始
前の平成19年度と比べての削減費用をデータとして提供。ちなみに、平成21年度は平成19年度と
比べて27% およそ1,000万円の削減。

また、OA紙の使用量が極端に多いのでその廃棄量をトイレットペーパーの個数でも表示。

今後も、新分別代表委員の皆様のご協力のもと、キャンペーンの推進をより一層推進したいと考え
ています。

以上


